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(57)【要約】
【課題】多原色構成の表示パネルの高い表現能力を十分
に利用し、外部環境や、表示内容、用途等に応じて質の
高いカラー画像を表示できる表示装置の駆動制御回路を
提供する。
【解決手段】カラー液晶表示装置において、表示すべき
カラー画像を表す原色信号のレベルを調整するための変
換回路１００が設けられている。この変換回路１００は
、カラー画像表示のためのデータ信号ＤＶとして赤、緑
、青、白の原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｗ１を受け取り
、そのうちの白の原色信号Ｗ１に基づき、これらの原色
信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｗ１のレベルを調整し、調整後
の原色信号Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２，Ｗ２を出力する。表示部
５００は、それらの出力原色信号Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２，Ｗ
２に基づき駆動されてカラー画像を表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４原色以上の多原色に基づくカラー画像を表示するカラー表示装置において当該カラー
画像が表示されるように表示部を駆動するための駆動制御回路であって、
　前記多原色に基づくカラー画像を表す第１の原色信号を受け取り、前記多原色における
少なくとも１つの原色であって他の複数の原色の加法混色により得られる原色の信号レベ
ルおよび当該他の複数の原色の信号レベルのうち一方の信号レベルが他方の信号レベルに
応じて変更されるように、前記第１の原色信号を前記多原色に基づくカラー画像を表す第
２の原色信号に変換する変換回路と、
　前記表示部を駆動するための駆動信号を前記変換回路により得られる第２の原色信号に
基づき生成し前記表示部に供給する駆動回路と、
を備えることを特徴とする、駆動制御回路。
【請求項２】
　前記多原色は、赤、緑、青、白からなり、
　前記変換回路は、赤、緑、青のそれぞれの原色の信号レベルが白の信号レベルに応じて
変更されるように前記第１の原色信号を前記第２の原色信号に変換することを特徴とする
、請求項１に記載の駆動制御回路。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の駆動制御回路を備えることを特徴とするカラー表示装置。
【請求項４】
　前記表示部は、カラー画像を表示するための複数の画素形成部を有する液晶パネルを含
み、
　各画素形成部は、前記多原色の光の透過量をそれぞれ制御するための所定数の副画素形
成部からなり、
　前記駆動回路は、前記駆動信号を前記液晶パネルに供給することにより前記多原色に基
づくカラー画像を前記表示部に表示させることを特徴とする、請求項３に記載のカラー表
示装置。
【請求項５】
　前記多原色は、赤、緑、青、白からなり、
　各画素形成部は、赤色光の透過量を制御するためのＲ副画素形成部と、緑色光の透過量
を制御するためのＧ副画素形成部と、青色光の透過量を制御するためのＢ副画素形成部と
、白色光の透過量を制御するためのＷ副画素形成部とからなることを特徴とする、請求項
４に記載のカラー表示装置。
【請求項６】
　４原色以上の多原色に基づくカラー画像を表示するカラー表示装置において当該カラー
画像が表示されるように表示部を駆動するための駆動制御方法であって、
　前記多原色に基づくカラー画像を表す第１の原色信号を受け取り、前記多原色における
少なくとも１つの原色であって他の複数の原色の加法混色により得られる原色の信号レベ
ルおよび当該他の複数の原色の信号レベルのうち一方の信号レベルが他方の信号レベルに
応じて変更されるように、前記第１の原色信号を前記多原色に基づくカラー画像を表す第
２の原色信号に変換する変換ステップと
　前記表示部を駆動するための駆動信号を前記変換ステップにより得られる第２の原色信
号に基づき生成し前記表示部に供給する駆動ステップと
を備えることを特徴とする、駆動制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー表示装置に関するものであり、更に詳しくは、４原色以上の多原色に
基づきカラー画像を表示するカラー表示装置の駆動制御に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　表示装置におけるカラー画像の表示は、通常、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）からなる
３原色の加法混色により実現される。すなわち、カラー表示画像における各画素は、赤、
緑、青にそれぞれ対応するＲ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素から構成される。したがって、
例えばカラー表示用の液晶パネルでは、１つの画素を形成するための画素形成部が、赤、
緑、青の光の透過量をそれぞれ制御するＲ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成
部から構成されている。ここで、Ｒ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成部の実
現に際しては、通常、カラーフィルタが使用される。
【０００３】
　一方、カラー表示画像における各画素が、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）、白（Ｗ）に
それぞれ対応するＲ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｗ副画素からなる構成も提案されてい
る。この場合、液晶パネルの背面側に配置されたバックライトからは白色光が発せられ、
Ｗ副画素形成部には、カラーフィルタが配置されないか、または、無色もしくはほぼ無色
のカラーフィルタが配置される。この構成によれば、カラー液晶表示装置において、輝度
の向上または消費電力の低減を図ることができる。また、カラー表示画像における各画素
が、赤、緑、青の３原色に白以外の他の原色を加えた４つ以上の原色の副画素で構成され
る場合もある。
【０００４】
　このように各画素が４つ以上の原色に対応する４つ以上の副画素からなる構成（以下「
多原色構成」という）として、下記のような例が知られている（以下では、各構成例にお
いて１画素がどのような副画素から構成されるかを示している）。
　　ａ）赤、緑、青、白の４原色による構成：
　　　Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｗ副画素
　　ｂ）赤、緑、青、シアン、イエローの５原色による構成：
　　　Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｃ副画素、Ｙ副画素
　　ｃ）赤、緑、青、シアン、マゼンタ、イエローの６原色による構成：
　　　Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｃ副画素、Ｍ副画素、Ｙ副画素
　　ｄ）赤、緑、青、シアン、マゼンタ、イエロー、白の７原色による構成：
　　　Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｃ副画素、Ｍ副画素、Ｙ副画素、Ｗ副画素
【０００５】
　カラー表示用の液晶表示装置では、上記のような多原色構成の液晶パネルが使用される
場合であっても、外部から与えられる表示データは、従来、ＲＧＢの３原色に対応する原
色信号の形式となっていた。このため、その液晶パネルが例えば４原色構成のパネルであ
って各画素がＲ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｗ副画素からなる場合には、当該液晶表示
装置は、ＲＧＢの３原色に対応する原色信号（以下「３原色信号」という）Ｒ１，Ｇ１，
Ｂ１をＲＧＢＷの４原色に対応する原色信号（以下「４原色信号」という）Ｒ２，Ｇ２，
Ｂ２，Ｗ２に変換するための変換回路を備えている。
【０００６】
　なお、下記の特許文献１，２には、本願発明に関連する技術が記載されている。すなわ
ち、特許文献１では、３色映像信号を４色映像信号に変換するとき、白色画素の追加によ
る輝度増加の偏差を低減することが技術的課題とされ、この技術的課題を解決するための
発明の実施形態として、３色映像信号を白色信号を含む４色映像信号に変換する装置が記
載されている。また文献２には、ＲＧＢ映像信号から白色成分を検出し、当該白色成分を
用いて当該ＲＧＢ映像信号につき演算を行うことによりＲＧＢ出力信号を得る色変換回路
を備えた画像表示装置が記載されている。
【特許文献１】特開２００５－１９６１８４号公報
【特許文献２】特開２００７－１２７７３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　上記のような多原色構成の液晶パネルは、３原色構成の液晶パネルよりもカラー画像に
ついて高い表現能力を有している。しかし、原色信号がデジタル信号である場合には、通
常、１つの原色当たり予め決められたビット数が割り当てられており、従来のように３原
色信号を変換して得られる多原色信号は、多原色信号の全ての信号状態を取り得ない。す
なわち、３原色信号を変換して得られる４原色信号等の多原色信号に基づき多原色構成の
液晶パネルを駆動する場合には、その多原色構成の液晶パネルの表現能力を十分に利用す
ることができない。
【０００８】
　また、４原色信号等の多原色信号が外部から与えられる場合であっても、その多原色信
号に基づき多原色構成の液晶パネルを駆動するだけでは、外部環境や表示内容等によって
は、当該液晶パネルの表示能力を十分に生かした質の高いカラー画像表示が実現されない
場合もある。例えば、当該表示装置の周囲が明るい場合において良好な表示を得るには外
部からの多原色信号に基づく輝度よりも高い輝度で表示することが好ましい。また、表示
すべき内容によっては、外部からの多原色信号が示す所定の色または輝度を調整すること
が表示品位を高める上で好ましい場合もある。このように、多原色信号を表示装置が受け
取る場合、当該多原色信号により質の高いカラー画像の表示が潜在的には可能となるが、
外部から与えられる多原色信号に基づき表示しただけでは、外部環境、表示内容、または
用途等によっては必ずしも十分に質の高いカラー画像表示を行えない。
【０００９】
　そこで本発明では、多原色構成の表示パネルの高い表現能力を十分に利用し、外部環境
、表示内容、または用途等に応じて質の高いカラー画像を表示できるカラー表示装置のた
めの駆動制御回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の発明は、４原色以上の多原色に基づくカラー画像を表示するカラー表示装置にお
いて当該カラー画像が表示されるように表示部を駆動するための駆動制御回路であって、
　前記多原色に基づくカラー画像を表す第１の原色信号を受け取り、前記多原色における
少なくとも１つの原色であって他の複数の原色の加法混色により得られる原色の信号レベ
ルおよび当該他の複数の原色の信号レベルのうち一方の信号レベルが他方の信号レベルに
応じて変更されるように、前記第１の原色信号を前記多原色に基づくカラー画像を表す第
２の原色信号に変換する変換回路と、
　前記表示部を駆動するための駆動信号を前記変換回路により得られる第２の原色信号に
基づき生成し前記表示部に供給する駆動回路とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　第２の発明は、第１の発明において、
　前記多原色は、赤、緑、青、白からなり、
　前記変換回路は、赤、緑、青のそれぞれの原色の信号レベルが白の信号レベルに応じて
変更されるように前記第１の原色信号を前記第２の原色信号に変換することを特徴とする
。
【００１２】
　第３の発明は、カラー表示装置であって、
　第１または第２の発明に係る駆動制御回路を備えることを特徴とする。
【００１３】
　第４の発明は、第３の発明において、
　前記表示部は、カラー画像を表示するための複数の画素形成部を有する液晶パネルを含
み、
　各画素形成部は、前記多原色の光の透過量をそれぞれ制御するための所定数の副画素形
成部からなり、
　前記駆動回路は、前記駆動信号を前記液晶パネルに供給することにより前記多原色に基
づくカラー画像を前記表示部に表示させることを特徴とする。
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【００１４】
　第５の発明は、第４の発明において、
　前記多原色は、赤、緑、青、白からなり、
　各画素形成部は、赤色光の透過量を制御するためのＲ副画素形成部と、緑色光の透過量
を制御するためのＧ副画素形成部と、青色光の透過量を制御するためのＢ副画素形成部と
、白色光の透過量を制御するためのＷ副画素形成部とからなることを特徴とする。
【００１５】
　第６の発明は、４原色以上の多原色に基づくカラー画像を表示するカラー表示装置にお
いて当該カラー画像が表示されるように表示部を駆動するための駆動制御方法であって、
　前記多原色に基づくカラー画像を表す第１の原色信号を受け取り、前記多原色における
少なくとも１つの原色であって他の複数の原色の加法混色により得られる原色の信号レベ
ルおよび当該他の複数の原色の信号レベルのうち一方の信号レベルが他方の信号レベルに
応じて変更されるように、前記第１の原色信号を前記多原色に基づくカラー画像を表す第
２の原色信号に変換する変換ステップと
　前記表示部を駆動するための駆動信号を前記変換ステップにより得られる第２の原色信
号に基づき生成し前記表示部に供給する駆動ステップとを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　上記第１の発明によれば、４原色以上の多原色に基づくカラー画像を表す第１の原色信
号のレベルが当該第１の原色信号に含まれる信号に応じて調整され、その調整後の原色信
号である第２原色信号に基づき生成される駆動信号により表示部が駆動される。すなわち
、上記多原色のうち少なくとも１つの色は上記多原色における他の色の加法混色により生
成可能であり、当該少なくとも１つの色と当該他の色のうち一方の色の第１の原色信号の
レベルに応じて、他方の色の第２の原色信号のレベルが調整される。これにより、別途制
御信号を設けることなく、表示画像における各色成分の強度を調整することで、多原色構
成の表示部の高い表現能力を十分に利用し、外部環境や、表示内容、または用途等に応じ
て質の高いカラー画像を表示することが可能となる。
【００１７】
　上記第２の発明によれば、赤、緑、青、白からなる４原色に基づくカラー画像を表す第
１の原色信号における赤、緑、青の原色信号のレベルが当該第１の原色信号における白の
原色信号のレベルに応じて調整され、その調整後の原色信号である第２原色信号に基づき
生成される駆動信号により表示部が駆動される。これにより、別途制御信号を設けること
なく、第１の原色信号に含まれる白の原色信号により表示画像における各色成分の強度を
調整することで、赤、緑、青の３原色に基づくカラー画像表示よりも高い表現能力を十分
に利用し、外部環境や、表示内容、または用途等に応じて質の高いカラー画像を表示する
ことが可能となる。
【００１８】
　上記第３の発明によれば、第１または第２の発明と同様の効果を奏する表示装置を提供
することができる。
【００１９】
　上記第４の発明によれば、第１または第２の発明と同様の効果を奏する液晶表示装置を
提供することができる。
【００２０】
　上記第５の発明によれば、各画素形成部は白色光の透過量を制御するＷ副画素形成部を
含むので、消費電力の増大を抑えつつ、第２の発明と同様の効果を奏する液晶表示装置を
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照しつつ説明する。
＜１　全体構成＞
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　図１は、本発明の一実施形態に係る駆動制御回路を備えたカラー液晶表示装置の全体構
成を示すブロック図である。この液晶表示装置は、アクティブマトリクス型のカラー液晶
表示パネルを含む表示部５００と、この表示部５００を駆動するための駆動信号を生成す
る駆動制御回路３００とを備えている。
【００２２】
　表示部５００は、カラーフィルタ５０１と液晶パネル本体５０２とバックライト５０３
とから構成されている。液晶パネル本体５０２には、複数のデータ信号線Ｌｓと当該複数
のデータ信号線Ｌｓに交差する複数の走査信号線Ｌｇとが形成されており、この液晶パネ
ル本体５０２とカラーフィルタ５０１とにより、マトリクス状に配置された複数の画素形
成部を含むカラー液晶パネルが構成される。各画素形成部は、後述のように、カラー画像
の表示のための原色数に等しい個数の副画素形成部から構成されており、各副画素形成部
は、上記複数のデータ信号線Ｌｓと上記複数の走査信号線との交差点のいずれかに対応し
ている。また、各走査信号線に平行に配置された補助容量線Ｌｃｓが設けられると共に、
全ての副画素形成部に共通する共通電極Ｅｃｏｍが設けられている。なお本実施形態では
、赤、緑、青、白の４原色に基づきカラー画像が表示されが、後述のように本発明はこれ
に限定されるものではない。
【００２３】
　バックライト５０３は、冷陰極蛍光管等で構成される面状照明装置であり、図示しない
駆動回路によって駆動されることにより液晶パネル本体５０２の裏面に白色光を照射する
。
【００２４】
　図２は、表示部５００の構成を模式的に示す図である。この図２に示すように、表示部
５００における各画素形成部２０は、赤、緑、青、白にそれぞれ対応するＲ副画素形成部
、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成部、Ｗ副画素形成部からなり（いずれの副画素形成部も
参照符号“１０”で示すものとする）、この表示部５００によって表示されるカラー画像
の各画素は、赤、緑、青、白にそれぞれ対応するＲ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素、Ｗ副画
素からなる。
【００２５】
　各副画素形成部１０は、図３（Ａ）および（Ｂ）に示すように構成されている。ここで
、図３（Ａ）は、表示部５００における１つの副画素形成部１０の電気的構成を示す模式
図であり、図３（Ｂ）は、当該副画素形成部１０の電気的構成を示す等価回路図である。
これらの図３（Ａ）（Ｂ）に示すように、各副画素形成部１０は、それに対応する交差点
を通過する走査信号線Ｌｇにゲート端子が接続されると共に当該交差点を通過するデータ
信号線Ｌｓにソース端子が接続されたスイッチング素子としての薄膜トランジスタ（Thin
 Film Transistor。以下「ＴＦＴ」と略記する。）１２と、そのＴＦＴ１２のドレイン端
子に接続された画素電極１４と、その画素電極１４との間に補助容量Ｃｃｓが形成される
ように配置された補助電極１６とを含んでいる。また、各副画素形成部１０は、全ての副
画素形成部１０に共通に設けられた共通電極Ｅｃｏｍと、全ての副画素形成部１０に共通
に設けられ画素電極１４と共通電極Ｅｃｏｍとの間に挟持された電気光学素子としての液
晶層とを含んでおり、画素電極１４と共通電極Ｅｃｏｍとそれらにより挟持された液晶層
とによって液晶容量Ｃｌｃが形成されている。以下では、液晶容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｃ
ｓとの和の容量を「画素容量」と呼んで記号“Ｃｐ”で示すものとする。
【００２６】
　駆動制御回路３００は、表示制御回路２００とデータ信号線駆動回路３１０と走査信号
線駆動回路３２０とを備えている。表示制御回路２００は、本液晶表示装置の外部からデ
ータ信号ＤＡＴとタイミング制御信号ＴＳを受け取り、デジタル画像信号ＤＶ、データス
タートパルス信号ＳＳＰ、データクロック信号ＳＣＫ、ラッチストローブ信号ＬＳ、ゲー
トスタートパルス信号ＧＳＰ、およびゲートクロック信号ＧＣＫ等を出力する。
【００２７】
　本実施形態では、表示部５００の各画素形成部２０が、図２に示すように、赤、緑、青
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、白にそれぞれ対応するＲ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成部、Ｗ副画素形
成部からなり、表示制御回路２００に外部から与えられるデータ信号ＤＡＴは、赤、緑、
青、白の４原色にそれぞれ対応する４つの原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｗ１からなる。表
示制御回路２００は、これらの原色信号（以下「第１原色信号」という）Ｒ１，Ｇ１，Ｂ
１，Ｗ１のレベルを調整するための変換回路１００を含んでおり、この変換回路１００は
、レベル調整後の原色信号を第２原色信号Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２，Ｗ２として出力する（以下
、第１原色信号を「入力原色信号」ともいい、第２原色信号を「出力原色信号」ともいう
）。このときのレベル調整は、第１原色信号のうちの白色信号Ｗ１に基づいて行われる（
詳細は後述）。上記デジタル画像信号ＤＶは、変換回路１００から出力される第２原色信
号Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２，Ｗ２からなり、表示部５００に表示すべきカラー画像を表す。また
、上記のデータスタートパルス信号ＳＳＰ、データクロック信号ＳＣＫ、ラッチストロー
ブ信号ＬＳ、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰ、およびゲートクロック信号ＧＣＫ等は、
表示部５００に画像を表示するタイミングを制御するためのタイミング信号である。
【００２８】
　データ信号線駆動回路３１０は、表示制御回路２００から出力されたデジタル画像信号
ＤＶ（Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２，Ｗ２）、データスタートパルス信号ＳＳＰ、データクロック信
号ＳＣＫ、およびラッチストローブ信号ＬＳを受け取り、表示部５００内の各副画素形成
部１０における画素容量Ｃｐ（＝Ｃｌｃ＋Ｃｃｓ）を充電するためにデータ信号電圧Ｖｓ
を駆動信号として各データ信号線Ｌｓに印加する。このとき、データ信号線駆動回路３１
０では、データクロック信号ＳＣＫのパルスが発生するタイミングで、各データ信号線Ｌ
ｓに印加すべき電圧を示すデジタル画像信号ＤＶが順次に保持される。そして、ラッチス
トローブ信号ＬＳのパルスが発生するタイミングで、上記保持されたデジタル画像信号Ｄ
Ｖがアナログ電圧に変換され、データ信号電圧Ｖｓとして表示部５００における全てのデ
ータ信号線Ｌｓに一斉に印加される。ここでデータ信号線駆動回路３１０は、デジタル画
像信号ＤＶを構成する原色信号Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２，Ｗ２に応じたアナログ電圧をデータ信
号電圧Ｖｓとして生成し、Ｒ副画素形成部１０に接続されるデータ信号線Ｌｓには赤の原
色信号Ｒ２に応じたデータ信号電圧Ｖｓを印加し、Ｇ副画素形成部１０に接続されるデー
タ信号線Ｌｓには緑の原色信号Ｇ２に応じたデータ信号電圧Ｖｓを印加し、Ｂ副画素形成
部１０に接続されるデータ信号線Ｌｓには青の原色信号Ｂ２に応じたデータ信号電圧Ｖｓ
を印加し、Ｗ副画素形成部１０に接続されるデータ信号線Ｌｓには白の原色信号Ｗ２に応
じたデータ信号電圧Ｖｓを印加する。
【００２９】
　走査信号線駆動回路３２０は、表示制御回路２００から出力されたゲートスタートパル
ス信号ＧＳＰとゲートクロック信号ＧＣＫとに基づいて、表示部５００における走査信号
線Ｌｇにアクティブな走査信号（ＴＦＴ１２をオンさせる走査信号電圧Ｖｇ）を順次印加
する。
【００３０】
　駆動制御回路３００は、図示しない補助電極駆動回路および共通電極駆動回路をも含ん
でいる。補助電極駆動回路から各補助容量線Ｌｃｓに所定の補助電極電圧Ｖｃｓが印加さ
れ、共通電極駆動回路から共通電極Ｅｃｏｍに所定の共通電圧Ｖｃｏｍが印加される。な
お、補助電極電圧Ｖｃｓと共通電圧Ｖｃｏｍとを同一の電圧とし、補助電極駆動回路と共
通電極駆動回路を共通化してもよい。
【００３１】
　以上のようにして表示部５００において、データ信号線Ｌｓにはデータ信号電圧Ｖｓが
、走査信号線Ｌｇには走査信号が、共通電極Ｅｃｏｍには共通電圧Ｖｃｏｍが、補助容量
線Ｌｃｓには補助電極電圧Ｖｃｓがそれぞれ印加される。これにより、各副画素形成部１
０の画素容量Ｃｐには、デジタル画像信号ＤＶに応じた電圧が保持されて液晶層に印加さ
れ、その結果、デジタル画像信号ＤＶの表すカラー画像が表示部５００に表示される。な
お、このとき、各Ｒ副画素形成部１０は、その内部の画素容量Ｃｐに保持される電圧に応
じて赤色光の透過量を制御し、各Ｇ副画素形成部１０は、その内部の画素容量Ｃｐに保持
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される電圧に応じて緑色光の透過量を制御し、各Ｂ副画素形成部１０は、その内部の画素
容量Ｃｐに保持される電圧に応じて青色光の透過量を制御し、各Ｗ副画素形成部１０は、
その画素容量Ｃｐに保持される電圧に応じて白色光の透過量を制御する。
【００３２】
＜２　変換回路＞
　３原色に基づきカラー画像を表示する場合において、当該３原色のうちのいずれかの色
の入力原色信号によって出力原色信号のレベルを調整する構成とすると、表示画像におけ
る当該いずれかの色の強度は、他の原色の強度の調整に連動して変化する。その結果、当
該いずれかの色の強度を他の原色の強度と独立に調整することができない。ここで、当該
３原色は互いに独立であり、３原色のうちのいずれの原色も他の原色の混色によって生成
することはできない。したがって上記構成では、表示画像における各色成分の強度を意図
通りに制御することはできない。すなわち、３原色に基づきカラー画像を表示する場合に
は、当該３原色のうちのいずれかの色の入力原色信号を、表示画像における各色成分の強
度を制御するための制御信号として兼用することはできない。
【００３３】
　これに対し、４原色に基づきカラー画像を表示する場合には、当該４原色は互いに独立
ではなく、当該４原色のうち少なくとも１つの原色は、他の原色の加法混色によって生成
可能である。このことから、当該４原色のうちの所定色の入力原色信号によって出力原色
信号のレベルを調整することにより表示画像における各色成分の強度を意図通りに制御す
ることができる。すなわち、当該４原色のうちの少なくとも１色の入力原色信号は、表示
画像における各色成分の強度を制御するための制御信号を兼ねることができる。
【００３４】
　そこで本実施形態では、赤、緑、青、白からなるカラー画像表示のための４原色のうち
白が赤、緑、青の加法混色によって生成されることに着目し、白の入力原色信号Ｗｉが表
示画像における各色成分の強度を制御するための制御信号を兼ねる構成となっている。以
下、このような本実施形態に係る駆動制御回路３００における変換回路１００について説
明する。
【００３５】
　変換回路１００は、図４に示すように、外部からのデータ信号ＤＡＴを構成する第１原
色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｗ１のレベルを、その第１原色信号に含まれる白色信号Ｗ１に
よって調整する。以下では、このような変換回路１００に入力される第１原色信号Ｒ１，
Ｇ１，Ｂ１，Ｗ１を入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｗｉとし、この変換回路１００から
出力される第２原色信号Ｒ２，Ｇ２，Ｂ２，Ｗ２を出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｗｏ
として、まず、この変換回路１００の機能を説明する。
【００３６】
　本実施形態では、上記のように白の入力原色信号Ｗｉが表示画像における各色成分の強
度調整ための制御信号を兼ねており、変換回路１００は、入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ
，Ｗｉに対して次式で示す関係を有する出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｗｏを出力する
ように構成されている。
　　　Ｒｏ＝ｆｒ（Ｒｉ，Ｗｉ）　　…（１ａ）
　　　Ｇｏ＝ｆｇ（Ｇｉ，Ｗｉ）　　…（１ｂ）
　　　Ｂｏ＝ｆｂ（Ｂｉ，Ｗｉ）　　…（１ｃ）
　　　Ｗｏ＝ｆｗ（Ｗｉ）　　　　　…（１ｄ）
ここで、“ｆｒ（ｘ，ｙ）”、“ｆｇ（ｘ，ｙ）”、“ｆｂ（ｘ，ｙ）”は、いずれもｘ
、ｙを独立変数とする関数を表し、“ｆｗ（ｘ）”はｘを独立変数とする関数を表す。関
数ｆｒ，ｆｇ，ｆｂは互いに同一の関数であってもよいし、異なる関数であってもよい。
このような変換回路１００によれば、白色信号Ｗｉの値を変化させることにより、表示部
５００に表示されるカラー画像における赤、緑、青、白の各色成分の強度を個別に調整す
ることができる。
【００３７】
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＜２.１　例１＞
　例えば、上記の白色信号Ｗｉを８ビットのデジタル信号とし、その値を０～２５５（０
ｘ００ｈ～０ｘＦＦｈ）の範囲で変化させることにより、赤の出力原色信号Ｒｏの値を入
力原色信号Ｒｉの値の５０～１００％の範囲で線形に変化させ、かつ、緑の出力原色信号
Ｇｏの値を入力原色信号Ｇｉの値の５０～１００％の範囲で線形に変化させ、かつ、青の
出力原色信号Ｂｏの値を入力原色信号Ｂｉの値の５０～１００％の範囲で線形に変化させ
、かつ、白の出力原色信号Ｗｏの値を入力原色信号Ｗｉの値に応じて線形に変化させる場
合には、上記式（１ａ）～（１ｄ）は下記のようになる。
　　　Ｒｏ＝｛（Ｗｉ／２５５）＋１｝／２＊Ｒｉ　　…（１－１ａ）
　　　Ｇｏ＝｛（Ｗｉ／２５５）＋１｝／２＊Ｇｉ　　…（１－１ｂ）
　　　Ｂｏ＝｛（Ｗｉ／２５５）＋１｝／２＊Ｂｉ　　…（１－１ｃ）
　　　Ｗｏ＝Ｗｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　…（１－１ｄ）
なお、上記式において“／”は除算を、“＊”は乗算を表すものとする（以下においても
同様）。
【００３８】
　上記式（１－１ａ）～（１－１ｄ）に基づく変換回路１００（以下「例１」という）を
本実施形態で使用した場合には、赤、緑、青の入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉを変更する
ことなく、赤、緑、青の出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏのレベルを調整することで、表示
部５００に表示されるカラー画像における各色成分の強度を個別に調整することができる
。
【００３９】
＜２.２　例２＞
　また例えば、白の入力原色信号Ｗｉに基づき次式に従って赤、緑、青の出力原色信号Ｒ
ｏ，Ｇｏ，Ｂｏを算出する構成も考えられる。
　　　Ｒｏ＝ｍａｘ（Ｒｉ－Ｗｉ，０）　　…（１－２ａ）
　　　Ｇｏ＝ｍａｘ（Ｇｉ－Ｗｉ，０）　　…（１－２ｂ）
　　　Ｂｏ＝ｍａｘ（Ｂｉ－Ｗｉ，０）　　…（１－２ｃ）
　　　Ｗｏ＝Ｗｉ　　　　　　　　　　　　…（１－２ｄ）
上記式において“ｍａｘ（ｘ，ｙ）”はｘとｙのうち値の大きいを示すものとする。ただ
し、ｘとｙとが同じ値である場合は当該同じ値を示す。
【００４０】
　上記式（１－２ａ）～（１－２ｄ）に基づく変換回路１００（以下「例２」という）を
本実施形態で使用した場合には、赤、緑、青の入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉの値から白
の入力原色信号Ｗｉの値を減算することにより、赤、緑、青の出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，
Ｂｏの値が得られる。これは、表示部５００においてＷ副画素を点灯して明るくする分、
Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素を暗くして（輝度を低下させて）、明るさのバランスをと
ることを意味する。
【００４１】
＜３　変換回路の構成＞
＜３.１　例１の構成＞
　図５は、本実施形態における例１の変換回路１００の構成例を示すブロック図である（
式（１－１ａ）～（１－１ｄ）参照）。この構成例では、変換回路１００は、第１のシフ
トレジスタ２０２と、加算器２０４と、第２のシフトレジスタ２０６と、第１～第３の乗
算器２１１～２１３と、第１および第２の定数発生器２０１，２０３とを備えている。
【００４２】
　第１の定数発生器２０１は、予め決められた正の整数ｋを示す信号（以下「定数ｋ信号
」という）を出力する。第１のシフトレジスタ２０２は、白の入力原色信号Ｗｉを８ビッ
トのデジタル信号として外部から受け取ると共に、第１の定数発生器２０１から定数ｋ信
号を受け取り、白の入力原色信号Ｗｉの値をｋビットだけ右にシフトさせることにより、
白の入力原色信号Ｗｉの値を２kで除算する。この除算結果Ｗｉ／２kは加算器２０４に入
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力される。また、第２の定数発生器２０３は“１”を出力し、この定数“１”も加算器２
０４に入力される。加算器２０４は、上記除算結果Ｗｉ／２kに上記定数“１”を加算す
る。この加算結果Ｗｉ／２k＋１を示す信号は第２のシフトレジスタ２０６に入力され、
第２のシフトレジスタ２０６は、この加算結果Ｗｉ／２k＋１の値を１ビットだけ右にシ
フトさせることにより、この加算結果Ｗｉ／２k＋１を２で除算する。この除算結果（Ｗ
ｉ／２k＋１）／２を示す信号は、第１～第３の乗算器２１１～２１３に入力される。
【００４３】
　第１の乗算器２１１は、上記除算結果（Ｗｉ／２k＋１）／２を示す信号を受け取ると
共に、外部から赤の入力原色信号Ｒｉを受け取り、上記除算結果（Ｗｉ／２k＋１）／２
と赤の入力原色信号Ｒｉの値とを乗算し、その乗算値を示す信号すなわち次式で示される
赤色信号Ｒｏを出力する。
　　Ｒｏ＝（Ｗｉ／２k＋１）／２＊Ｒｉ　　…（２ａ）
【００４４】
　第２の乗算器は、上記除算結果（Ｗｉ／２k＋１）／２を示す信号を受け取ると共に、
外部から緑の入力原色信号Ｇｉを受け取り、上記と同様にして、次式で示される緑色信号
Ｇｏを出力する。
　　Ｇｏ＝（Ｗｉ／２k＋１）／２＊Ｇｉ　　…（２ｂ）
【００４５】
　第３の乗算器は、上記除算結果（Ｗｉ／２k＋１）／２を示す信号を受け取ると共に、
外部から青の入力原色信号Ｂｉを受け取り、上記と同様にして、次式で示される青色信号
Ｂｏを出力する。
　　Ｂｏ＝（Ｗｉ／２k＋１）／２＊Ｂｉ　　…（２ｃ）
【００４６】
　このようにして生成された赤色信号Ｒｏ、緑色信号Ｇｏ、青色信号Ｂｏは、それぞれ、
赤、緑、青の出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏとして変換回路１００から出力される。白の
入力原色信号Ｗｉは、そのまま白の出力原色信号Ｗｏとして変換回路１００から出力され
る。
【００４７】
　なお、第１および第２のシフトレジスタ２０２，２０６におけるシフト量（ｋおよび“
１”）は固定であるので、右方向へのｋビットシフトおよび１ビットシフトを第１および
第２のシフトレジスタ２０２，２０６に代えて配線により実現してもよい。
【００４８】
　上記のような図５示す構成によれば、定数ｋ＝８とすることにより（２k＝２５６）、
式（１－１ａ）～（１－１ｄ）に基づく変換回路１００を実質的に実現することができる
。
【００４９】
＜３.２　例２の構成＞
　図６は、本実施形態における例２の変換回路１００の構成例を示すブロック図である（
式（１－２ａ）～（１－２ｄ）参照）。この構成例では、変換回路１００は、第１～第３
の減算器３１１～３１３と、第１～第３の比較器３２１～３２３と、定数発生器３０２と
を備えている。外部から与えられる赤、緑、青の入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉは、第１
～第３の減算器３１１～３１３にそれぞれ入力され、外部から与えられる白の入力原色信
号Ｗｉは、第１～第３の減算器３１１～３１３の全てに入力される。
【００５０】
　第１の減算器３１１は、赤の入力原色信号Ｒｉの値から白の入力原色信号Ｗｉの値を減
算し、その減算結果Ｒｉ－Ｗｉを示す信号を出力する。第２の減算器３１２は、緑の入力
原色信号Ｇｉの値から白の入力原色信号Ｗｉの値を減算し、その減算結果Ｇｉ－Ｗｉを示
す信号を出力する。第３の減算器３１３は、青の入力原色信号Ｂｉの値から白の入力原色
信号Ｗｉの値を減算し、その減算結果Ｂｉ－Ｗｉを示す信号を出力する。これらの減算結
果Ｒｉ－Ｗｉ，Ｇｉ－Ｗｉ，Ｂｉ－Ｗｉを示す信号は、第１～第３の比較器３２１～３２
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３にそれぞれ入力される。また、定数発生器３０２は定数“０”を出力し、この定数“０
”は、第１～第３の比較器３２１～３２３の全てに入力される。
【００５１】
　第１の比較器３２１は、第１の減算器３１１からの減算結果Ｒｉ－Ｗｉと定数“０”と
を比較し、これらのうち大きい方の値を赤色信号Ｒｏとして出力する。第２の比較器３２
２は、第２の減算器３１２からの減算結果Ｇｉ－Ｗｉと定数“０”とを比較し、これらの
うち大きい方の値を緑色信号Ｇｏとして出力する。第３の比較器３２３は、第３の減算器
３１３からの減算結果Ｂｉ－Ｗｉと定数“０”とを比較し、これらのうち大きい方の値を
青色信号Ｂｏとして出力する。ただし、第１～第３の比較器３２１～３２３において比較
すべき両者の値が等しい場合は、定数“０”が出力される。
【００５２】
　このようにして生成された赤色信号Ｒｏ、緑色信号Ｇｏ、青色信号Ｂｏは、それぞれ、
赤、緑、青の出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏとして変換回路１００から出力される。白の
入力原色信号Ｗｉは、そのまま白の出力原色信号Ｗｏとして変換回路１００から出力され
る。
【００５３】
＜４　効果＞
　上記のように本実施形態では、赤、緑、青、白の４原色に基づきカラー画像が表示され
、当該４原色のうち白は、赤、緑、青の加法混色によって生成可能である。図８（Ａ）は
このことを示しており、図８では、四角（□）で囲まれた原色が丸（○）で囲まれた原色
の加法混色により生成可能であることが示されている。このように当該４原色のうち白が
他の原色の加法混色によって生成できることから、白の入力原色信号Ｗｉの値を変化させ
ることによって出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｗｏのレベルを調整することで、表示画
像における各色成分の強度を意図通りに制御することが可能となる。これは、白の入力原
色信号Ｗｉが表示画像における各色成分の強度調整ための制御信号を兼ねていることを意
味する。
【００５４】
　例えば上記の例１のように式（１－１ａ）～（１－１ｄ）に基づき入力原色信号Ｒｉ，
Ｇｉ，Ｂｉ，Ｗｉを変換して出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｗｏを得るように構成され
ている場合には、白色の入力原色信号Ｗｉの値は、表示部５００におけるＷ副画素の階調
制御に加えて、Ｒ副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素の輝度を調整する輝度強調パラメータとし
て機能する。これにより、例えば入力原色信号Ｗｉにより各副画素の輝度を上げるように
出力原色信号をレベルを調整することで、外部の明るい場所において液晶表示装置による
良好なカラー画像の表示が可能となる。
【００５５】
　また、例えば上記の例２のように式（１－２ａ）～（１－２ｄ）に基づき入力原色信号
Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｗｉを変換して出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｗｏを得るように構
成されている場合には、白色の入力原色信号Ｗｉに基づきＷ副画素を点灯させる分だけＲ
副画素、Ｇ副画素、Ｂ副画素を暗くして明るさのバランスをとることで、消費電力を抑え
つつ良好なカラー画像表示を実現することができる。
【００５６】
　さらに、本実施形態における変換回路１００は、上記の例１や例２に限定されるもので
はなく、式（１ａ）～（１ｄ）に基づくものであればよい。このような式（１ａ）～（１
ｄ）に基づき入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｗｉを変換して出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，
Ｂｏ，Ｗｏを得るように構成されていれば、上記の例１や例２により得られる効果の他、
表示内容に適した色再現ができるように白の入力原色信号Ｗｉにより表示画像における赤
、緑、青、白の各色成分の強度を個別に調整することもできる。
【００５７】
　このように本実施形態によれば、別途制御信号を設けることなく、白の入力原色信号Ｗ
ｉにより、表示部５００に表示されるカラー画像における赤、緑、青、白の各色成分の強
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度を個別に調整することで、４原色構成の液晶パネルの高い表現能力を十分に利用し、外
部環境や、表示内容、または用途等に応じて質の高いカラー画像を表示することが可能と
なる。
【００５８】
＜５　変形例＞
　以下、上記実施形態の変形例について説明する。
　上記実施形態では、赤、緑、青の３原色に白を加えた４原色に基づきカラー画像が表示
される。すなわち、カラー画像を表示するために駆動すべき表示部５００における各画素
形成部２０は、図７（Ａ）に示すように、赤、緑、青，白の４原色にそれぞれ対応するＲ
副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成部、Ｗ副画素形成部からなる（図２）。そ
れに応じて、表示制御回路２００に外部から与えられるデータ信号ＤＡＴは、当該４原色
にそれぞれ対応する４つの原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｗ１からなる（図１）。しかし、
本発明はこれに限定されるものではなく、４原色以上の多原色に基づきカラー画像を表示
する構成であれば本発明の適用が可能である。
【００５９】
　すなわち、４原色以上の多原色に基づくカラー画像を表示する場合、当該多原色は互い
に独立ではなく、当該多原色のうち少なくとも１つの原色は、他の原色の加法混色によっ
て生成可能である。このことから、多原色のうちの所定色の入力原色信号によって他の色
の原色信号のレベルを調整することにより表示画像における各色成分の強度を意図通りに
制御することができる。したがって、赤、緑、青、白からなる４原色以外の多原色に基づ
きカラー画像を表示する表示装置においても、入力原色信号における所定色の信号によっ
て表示画像における各色成分の強度を個別に調整可能な構成とすることができる。
【００６０】
　このような構成によれば、上記４原色以外の多原色に基づきカラー画像を表示する場合
においても、上記実施形態と同様の効果を得ることができる。すなわち、３原色に基づく
カラー画像表示よりも高い表現力（色再現性）を十分に利用しつつ、外部から別途制御信
号を与えることなく表示画像における各色成分の強度を調整することで、外部環境、表示
内容、または用途等に応じて質の高いカラー画像表示を行うことができる。
【００６１】
＜５.１　第１の変形例＞
　例えば赤、緑、青、シアンからなる４原色によりカラー画像を表示する構成であっても
よい。この場合、表示部５００における各画素形成部２０は、図７（Ｂ）に示すように、
赤、緑、青、シアンの４原色にそれぞれ対応するＲ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副
画素形成部、Ｃ副画素形成部からなり、それに応じて、表示制御回路２００に外部から与
えられるデータ信号ＤＡＴは、当該４原色にそれぞれ対応する４つの原色信号Ｒ１，Ｇ１
，Ｂ１，Ｃ１からなる。そして変換回路１００には、これらの４原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ
１，Ｃ１が入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｃｉとして与えられる。
【００６２】
　ここで、図８（Ｂ）に示すように、当該４原色のうちシアン（Ｃ）は、緑（Ｇ）と青（
Ｂ）の加法混色により生成可能である。このようなシアンと緑および青との関係から、入
力原色信号に含まれる信号により上記実施形態と同様に表示画像における各色成分の強度
を制御するための変換回路１００の構成として、当該４原色のうちいずれの色の入力原色
信号が制御信号を兼ねるかにより次の２つの場合が考えられる。
【００６３】
（１）シアンの入力原色信号が制御信号を兼ねる場合
　この場合、変換回路１００は、次式に基づき入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｃｉが出
力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｃｏに変換されるように構成される。
　　　Ｒｏ＝ｆｒ（Ｒｉ）　　　　　…（３ａ）
　　　Ｇｏ＝ｆｇ（Ｇｉ，Ｃｉ）　　…（３ｂ）
　　　Ｂｏ＝ｆｂ（Ｂｉ，Ｃｉ）　　…（３ｃ）
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　　　Ｃｏ＝ｆｃ（Ｃｉ）　　　　　…（３ｄ）
ここで、“ｆｇ（ｘ，ｙ）”、“ｆｂ（ｘ，ｙ）”は、いずれもｘ、ｙを独立変数とする
関数を表し、“ｆｒ（ｘ）”、“ｆｃ（ｘ）”はｘを独立変数とする関数を表す。これら
の関数として、例えば下記のような具体例が考えられる。
　　　ｆｒ（Ｒｉ）＝Ｒｉ　　　　　　　　　　　…（３－１ａ）
　　　ｆｇ（Ｇｉ，Ｃｉ）＝（Ｇｉ＋Ｃｉ）／２　…（３－１ｂ）
　　　ｆｂ（Ｂｉ，Ｃｉ）＝（Ｂｉ＋Ｃｉ）／２　…（３－１ｃ）
　　　ｆｃ（Ｃｉ）＝Ｃｉ　　　　　　　　　　　…（３－１ｄ）
【００６４】
（２）緑および青の入力原色信号が制御信号を兼ねる場合
　この場合、変換回路１００は、次式に基づき入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｃｉが出
力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｃｏに変換されるように構成される。
　　　Ｒｏ＝ｆｒ（Ｒｉ）　　　　　　　…（４ａ）
　　　Ｇｏ＝ｆｇ（Ｇｉ）　　　　　　　…（４ｂ）
　　　Ｂｏ＝ｆｂ（Ｂｉ）　　　　　　　…（４ｃ）
　　　Ｃｏ＝ｆｃ（Ｃｉ，Ｇｉ，Ｂｉ）　…（４ｄ）
ここで、“ｆｃ（ｘ，ｙ，ｚ）は、ｘ、ｙ，ｚを独立変数とする関数を表し、“ｆｒ（ｘ
）”、“ｆｇ（ｘ）”、“ｆｂ（ｘ）”は、いずれもｘを独立変数とする関数を表す。こ
れらの関数として、例えば下記のような具体例が考えられる。
　　　ｆｒ（Ｒｉ）＝Ｒｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（４－１ａ）
　　　ｆｇ（Ｇｉ）＝Ｇｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（４－１ｂ）
　　　ｆｂ（Ｂｉ）＝Ｂｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（４－１ｃ）
　　　ｆｃ（Ｃｉ，Ｇｉ，Ｂｉ）＝Ｃｉ／２＋Ｇｉ／４＋Ｂｉ／４　…（４－１ｄ）
【００６５】
　なお、上記のように赤、緑、青、シアンからなる４原色によりカラー画像を表示する構
成の場合、当該４原色において、赤は、他の原色の加法混色によって生成することはでき
ず、加法混色による他の原色の生成に使用されることもない（図８（Ｂ）参照）。このた
め、赤の出力原色信号Ｒｏのレベル調整に他の原色の入力原色信号が使用されることはな
く、赤の入力原色信号Ｒｉが他の原色の出力原色信号のレベル調整に使用されることもな
い（式（３ａ）～（３ｄ）、（４ａ）～（４ｄ）参照）。
【００６６】
＜５.２　第２の変形例＞
　上記実施形態の他の変形例として、例えば赤、緑、青、シアン、イエローからなる５原
色によりカラー画像を表示する構成であってもよい。この場合、表示部５００における各
画素形成部２０は、図７（Ｅ）に示すように、赤、緑、青、シアン、イエローの５原色に
それぞれ対応するＲ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成部、Ｃ副画素形成部、
Ｙ副画素形成部からなり、それに応じて、表示制御回路２００に外部から与えられるデー
タ信号ＤＡＴは、当該５原色にそれぞれ対応する５つの原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｃ１
，Ｙ１からなる。そして変換回路１００には、これらの５原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｃ
１，Ｙ１が入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｃｉ，Ｙｉとして与えられる。
【００６７】
　ここで、図８（Ｅ）に示すように、当該５原色のうち、シアン（Ｃ）は緑（Ｇ）と青（
Ｂ）の加法混色により生成可能であり、イエロー（Ｙ）は赤（Ｒ）と緑（Ｇ）の加法混色
により生成可能である。このようなシアンと緑および青との関係、並びに、イエローと赤
および緑との関係から、入力原色信号に含まれる信号により上記実施形態と同様に表示画
像における各色成分の強度を制御するための変換回路１００の構成として、上記５原色の
うちいずれの色の入力原色信号が制御信号を兼ねるかにより次の２つの構成が考えられる
。
【００６８】
（１）シアンおよびイエローの入力原色信号Ｃｉ，Ｙｉが制御信号を兼ねる場合
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　この場合、変換回路１００は、次式に基づき入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｃｉ，Ｙ
ｉが出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｃｏ，Ｙｏに変換されるように構成される。
　　　Ｒｏ＝ｆｒ（Ｒｉ，Ｙｉ）　　　　…（５ａ）
　　　Ｇｏ＝ｆｇ（Ｇｉ，Ｃｉ，Ｙｉ）　…（５ｂ）
　　　Ｂｏ＝ｆｂ（Ｂｉ，Ｃｉ）　　　　…（５ｃ）
　　　Ｃｏ＝ｆｃ（Ｃｉ）　　　　　　　…（５ｄ）
　　　Ｙｏ＝ｆｙ（Ｙｉ）　　　　　　　…（５ｅ）
ここで、“ｆｇ（ｘ，ｙ，ｚ）”はｘ、ｙ、ｚを独立変数とする関数を表し、“ｆｒ（ｘ
，ｙ）”、“ｆｂ（ｘ，ｙ）”は、いずれもｘ、ｙを独立変数とする関数を表し、“ｆｃ
（ｘ）”、“ｆｙ（ｘ）”は、いずれもｘを独立変数とする関数を表す。
【００６９】
（２）緑および青の入力原色信号Ｇｉ，Ｂｉと赤および緑の入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉが制
御信号を兼ねる場合
　この場合、変換回路１００は、次式に基づき入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｃｉ，Ｙ
ｉが出力原色信号Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｃｏ，Ｙｏに変換されるように構成される。
　　　Ｒｏ＝ｆｒ（Ｒｉ）　　　　　　　…（６ａ）
　　　Ｇｏ＝ｆｇ（Ｇｉ）　　　　　　　…（６ｂ）
　　　Ｂｏ＝ｆｂ（Ｂｉ）　　　　　　　…（６ｃ）
　　　Ｃｏ＝ｆｃ（Ｃｉ，Ｇｉ，Ｂｉ）　…（６ｄ）
　　　Ｙｏ＝ｆｙ（Ｙｉ，Ｒｉ，Ｇｉ）　…（６ｅ）
ここで、“ｆｃ（ｘ，ｙ，ｚ）”、“ｆｙ（ｘ，ｙ，ｚ）”は、いずれもｘ、ｙ、ｚを独
立変数とする関数を表し、“ｆｒ（ｘ）”、“ｆｇ（ｘ）”、“ｆｂ（ｘ）”は、いずれ
もｘを独立変数とする関数を表す。
【００７０】
　なお、上記のように赤、緑、青、シアン、イエローからなる５原色によりカラー画像を
表示する構成の場合、当該５原色において、赤は、他の原色の加法混色によって生成する
ことはできず、加法混色によるシアンの生成には使用されない（図８（Ｅ）参照）。この
ため、赤の出力原色信号Ｒｏのレベル調整にシアンの入力原色信号Ｃｉが使用されること
はなく、赤の入力原色信号Ｒｉがシアンの出力原色信号Ｃｏのレベル調整に使用されるこ
ともない（式（５ａ）～（５ｅ）、（６ａ）～（６ｅ）参照）。同様の理由により、青の
出力原色信号Ｂｏのレベル調整にイエローの入力原色信号Ｙｉが使用されることはなく、
青の入力原色信号Ｂｉがイエローの出力原色信号Ｙｏのレベル調整に使用されることもな
い。
【００７１】
＜５.３　他の変形例＞
　上記の実施形態や変形例以外の場合であっても、４原色以上の多原色に基づきカラー画
像を表示する構成であれば本発明の適用が可能であり、上記と同様の効果が得られる。す
なわち、上記の実施形態や変形例における変換回路１００を更に一般化した下記のような
構成の変換回路を備える駆動制御回路や表示装置も本発明に含まれる。
【００７２】
　上記多原色のうち或る原色が他の原色の加法混色によって生成可能である場合、当該或
る原色を「生成色」といい、当該他の原色を「構成色」というものとすると、生成色の入
力原色信号が制御信号を兼ねるか、または、構成色の入力原色信号が制御信号を兼ねるか
によって、次の２つの構成が可能である。なお、既述の図８は、多原色の各例（Ａ）～（
Ｅ）につき生成色－構成色の関係を示しており、図８において四角（□）で囲まれた原色
が生成色であり、丸（○）で囲まれた原色が構成色である。また、図８では、生成色のそ
れぞれにつき、その生成色を加法混色によって生成する際に使用される構成色が対応構成
色として示されている。
【００７３】
（１）生成色の入力原色信号が制御信号を兼ねる場合
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　この場合、上記変換回路は、生成色に対応する各構成色の出力原色信号が当該構成色お
よび当該生成色の入力原色信号の関数として与えられ、生成色の出力原色信号が当該生成
色の入力原色信号のみの関数として与えられるように構成される。
（２）構成色の入力原色信号が制御信号を兼ねる場合
　この場合、上記変換回路は、生成色の出力原色信号が当該生成色および当該生成色に対
応する構成色の入力原色信号の関数として与えられ、各構成色の出力原色信号が当該構成
色の入力原色信号のみの関数として与えられるように構成される。
【００７４】
　なお、カラー画像を表示するための上記多原色のうち生成色－構成色の関係に無い色の
間では、一方の色の入力原色信号が他方の色の出力原色信号のレベル調整に使用されるこ
とはない（制御信号を兼ねることはない）。
【００７５】
　カラー画像表示のための４原色として、上記実施形態では赤、緑、青、白が採用され、
第１の変形例では赤、緑、青、シアンが採用されているが、これに代えて、赤、緑、青、
マゼンタを４原色として採用してもよい。この場合、表示部５００における各画素形成部
２０は、例えば図７（Ｃ）に示すように、赤、緑、青、マゼンタの４原色にそれぞれ対応
するＲ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成部、Ｍ副画素形成部からなり、それ
に応じて、表示制御回路２００に外部から与えられるデータ信号ＤＡＴは、当該４原色に
それぞれ対応する４つの原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｍ１からなる。そして変換回路１０
０には、これらの４原色信号Ｒ１，Ｇ１，Ｂ１，Ｍ１が入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，
Ｍｉとして与えられる。このような場合においても、図８（Ｃ）に示す生成色－構成色の
関係に基づき、変換回路１００を上記（１）または（２）のような構成とすることができ
る。これにより上記と同様の効果が得られ、特に肌色についての色再現性を向上させるこ
とができる。
【００７６】
　また、カラー画像表示のための４原色として、赤、緑、青、イエローを採用してもよい
。この場合、表示部５００における各画素形成部２０は、例えば図７（Ｄ）に示すように
、赤、緑、青、イエローの４原色にそれぞれ対応するＲ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、
Ｂ副画素形成部、Ｙ副画素形成部からなり、それに応じて、表示制御回路２００に外部か
ら与えられるデータ信号ＤＡＴは、当該４原色にそれぞれ対応する４つの原色信号Ｒ１，
Ｇ１，Ｂ１，Ｙ１からなる。そして変換回路１００には、これらの４原色信号Ｒ１，Ｇ１
，Ｂ１，Ｙ１が入力原色信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｙｉとして与えられる。このような場合
においても、図８（Ｄ）に示す生成色－構成色の関係に基づき、変換回路１００を上記（
１）または（２）のような構成とすることができる。これにより上記と同様の効果が得ら
れ、特に黄色についての色再現性を向上させることができる。
【００７７】
　上記実施形態では、１つの画素形成部２０を構成するＲ副画素形成部、Ｇ副画素形成部
、Ｂ副画素形成部、Ｗ副画素形成部は、図２および図７（Ａ）に示すように水平方向（走
査信号線Ｌｇの延びる方向）に配置されているが、１つの画素形成部を構成する副画素形
成部の配置構成（画素形成部の構成）はこれに限定されるものではない。例えば、図９（
Ａ）に示すように、１つの画素形成部を構成する副画素形成部を水平方向に２個並べると
共に垂直方向（データ信号線Ｌｓの延びる方向）にも２個並べることで２×２のマトリク
ス状に配置する構成としてもよい。
【００７８】
　また、１つ画素形成部２０を構成する副画素形成部の配置順（すなわち原色の配置順）
も、図７（Ａ）～（Ｅ）や図９（Ａ）に示すものに限定されない。例えば図７（Ａ）に示
す画素形成部２０を構成する４つの副画素形成部（Ｒ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ
副画素形成部、Ｗ副画素形成部）は、水平方向に「ＲＧＢＷ」という順番で配置されてい
るが、これに代えて、当該４つの副画素形成部が水平方向に「ＢＧＲＷ」という順番で配
置されるようにしてもよい。また、１つ画素形成部２０を構成する副画素形成部を１方向
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に並べるのではなく図９（Ａ）に示すように２方向に並べる場合においても、それら副画
素形成部の配置順は限定されない。例えば、１つ画素形成部２０を構成する４つの副画素
形成部（Ｒ副画素形成部、Ｇ副画素形成部、Ｂ副画素形成部、Ｗ副画素形成部）を、図９
（Ａ）に示す配置順に代えて図９（Ｂ）に示すように配置してもよい。通常、Ｒ画素形成
部およびＢ画素形成部に比べてＧ画素形成部およびＷ画素形成部の輝度が平均的に高くな
るので、図９（Ｂ）等に示すように、Ｇ画素形成部とＷ画素形成部とを隣接させずに離し
て配置する方が配置構成としてバランスがよいと言える。
【００７９】
　なお以上では、液晶表示装置の駆動制御回路を例に挙げて説明したが、本発明はこれに
限定されるものではなく、４つ以上の原色に対応する４つ以上の副画素で各画素が構成さ
れるカラー画像を表示する他の表示装置の駆動制御回路（例えば有機ＥＬ（Electrolumin
escenece）表示装置等の駆動制御回路）についても適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明の一実施形態に係る駆動制御回路を備えたカラー液晶表示装置の全体構成
を示すブロック図である。
【図２】上記実施形態における表示部の構成を模式的に示す図である。
【図３】上記実施形態における表示部の１つの画素形成部の電気的構成を示す模式図（Ａ
）および等価回路図（Ｂ）である。
【図４】上記実施形態における変換回路とそれへの信号の入出力関係を示す図である
【図５】上記実施形態における例１の変換回路の構成を示すブロック図である。
【図６】上記実施形態における例２の変換回路の構成を示すブロック図である。
【図７】カラー画像表示のための多原色の各例における画素形成部の構成例を示す模式図
である。
【図８】カラー画像表示のための多原色の各例における生成色－構成色の関係を示す図で
ある。
【図９】４原色に基づくカラー表示のための画素形成部の他の構成例を示す模式図である
。
【符号の説明】
【００８１】
　１０　　　　　…副画素形成部
　１２　　　　　…ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）
　１４　　　　　…画素電極
　２０　　　　　…画素形成部
　１００　　　　…変換回路
　２００　　　　…表示制御回路
　３００　　　　…駆動制御回路
　３１０　　　　…データ信号線駆動回路（駆動回路）
　３２０　　　　…走査信号線駆動回路
　５００　　　　…表示部
　５０１　　　　…カラーフィルタ
　５０２　　　　…液晶パネル本体
　５０３　　　　…バックライト
　Ｌｓ　　　　　…データ信号線
　Ｌｇ　　　　　…走査信号線
　Ｌｃｓ　　　　…補助容量線
　Ｃｃｓ　　　　…補助容量
　Ｅｃｏｍ　　　…共通電極
　Ｖｃｓ　　　　…補助電極電圧
　Ｖｃｏｍ　　　…共通電圧
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　Ｖｇ　　　　　…走査信号電圧
　Ｖｓ　　　　　…データ信号電圧（駆動信号）
　Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉ，Ｗｉ　…入力原色信号
　Ｒｏ，Ｇｏ，Ｂｏ，Ｗｏ　…出力原色信号

【図１】 【図２】

【図３】
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